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ると維管束へと変身し，宿主の維管束に連結される。すると，
宿主が根から吸い上げた葉緑体で生産した養分や水を猛烈な
勢いで吸い上げ横取りしてしまう。ネナシカズラの茎にはた
くさんの気孔があるというから，宿主を上回る蒸散作用を駆
使しているのかもしれない。収奪の度が過ぎると宿主が枯死
することもあるというから，この能力は諸刃の剣である。
宿主と連結させた維管束からネナシカズラが取り込むのは
水と養分だけではない。宿主のタンパク質やRNAも吸収し
ていることがわかっていた。それによって，宿主の健康状態
をチェックしているのではないかともいわれていた。そして
これは，種を越えた遺伝物質の水平伝搬として注目されてき
た。ところが 2018 年 1月の「ネイチャー」誌に発表された
アメリカの研究グループの報告は，ネナシカズラの予想以上
のしたたかさを明らかにした。ネナシカズラは，独自のマイ
クロRNAを宿主に送り込むことで，宿主を操っていたのだ。
ネナシカズラの寄生根から見つかったマイクロRNAはヌ
クレオチド 22個分の長さのものが大半で，植物が生成する
マイクロRNAとしては異例の短さだという。それらのマイ
クロRNAは，宿主のメッセンジャーRNAと結合することで，
傷口を修復したり異物を排除するためのタンパク質の生成を
阻害する。これが，ネナシカズラが宿主の組織をやすやすと
乗っ取る秘策だったのだ。寄生種が宿主となる種の遺伝シス
テムを操作しているというのは驚きの発見である。
論文の著者の一人であるヴァージニア工科大学のジェイム
ズ・ウェストウッド教授は，「宿主と寄生者との間で繰り広
げられている戦いを想像してみてください。この例では，ネ
ナシカズラは宿主の情報システムをハッキングしようとし，
宿主はそれを締め出そうとしているのです。マイクロ RNA
は，この戦いで使用されるまったく新しい類いの武器なので

す」と，プレスリリースの中で語っている。
さらに共同研究者であるペンシルベニア州立大学のマイケ
ル・アクテル教授は次のように語っている。「菌類と植物間
で小さな RNAが交換されていたという前例も踏まえると，
今回の結果からは，このような種を越えた遺伝子制御は他の
植物とその寄生者との相互作用においても広く行われてい
る可能性があると思われます。そうだとすると，マイクロ
RNAの宿主側の標的の遺伝子を編集することで，マイクロ
RNAが宿主の防御用遺伝子と結合して抑制（サイレンシン
グ）してしまうのを防止する技術も夢ではなくなります。ゲ
ノム編集による寄生者防除が可能になれば，寄生による作物
の経済的損失を減らすことができるようになるでしょう。」
ネナシカズラの悪だくみが露見したことで，思わぬ光明も
見えてきた。上記の夢は，ネナシカズラ対策よりも，植物の
病原体防除への応用面のほうが大きいだろう。病原体の寄生
メカニズムをマイクロRNAという視点から探りなおすこと
で，たくさんの例が見つかるかもしれないからだ。
経済的な観点とは別に，寄生者の狡知は生物学的にも大い
に興味深い。ネナシカズラ類はユウガオ科とされ，世界中に
150 ～ 200 種が分布している。かなりの大所帯だが，ほぼ
すべての種が完全な従属栄養生活を進化させている。他にも
たくさんのツル植物が存在するなかで，このグループだけが
なぜこれほど巧みな戦略を獲得したのだろうか。
ネナシカズラの英名は dodder（「よろめく」の意）だが，「天
使の髪の毛」とか「愛のツル」という好意的（？）な俗称も
ある。ものの見方には裏表があるということなのだろう。さ
らには、アメリカネナシカズラは有害な帰化植物として問題
視されているが、在来種のクシロネナシカズラとハマネナシ
カズラは絶滅危惧種に指定されている。
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